
グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

37,752,628平均値 64.2 63.3 69.6 69.2 69.7平均値 48.3 48.0 52.2 52.4 52.5

当該値 68.1 69.2 71.1 72.2 73.9

H28 H24 H25

当該値 12,884,347 12,877,563当該値 78.5 78.9 79.8 81.5 84.3

H26 H27 H28

　地域に密着した病院として、市民の健康と福祉
に貢献し、安心して医療を受けられる環境を維持
していくことが求められている。建物の建替えを
検討していく中で、新病院開院後の経営安定化の
ため、入院基本料の増収、新規診療報酬加算の届
出、委託業務の見直し、医薬品・診療材料の費用
縮減、病床利用率の向上と短期入院の強化、医療
機関への訪問活動の強化等、引き続き経営改善に
向けた取り組みを行っていく必要があると考えて
いる。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H27

12,786,894 12,658,357 12,700,422

「施設全体の減価償却の状況」 「機械備品の減価償却の状況」 「建設投資の状況」

平均値 33,366,030 34,139,294 35,115,689 35,730,958

全体総括

平均値 19.2 19.3 18.9 19.0 18.7平均値 60.6 61.2 62.1 62.5 63.4

14.5当該値 66.1 67.9 71.2 69.6 72.9

平均値 31,111

「収益の効率性①」 「収益の効率性②」 「費用の効率性①」 「費用の効率性②」

2. 老朽化の状況

平均値 9,205 9,437 9,726 10,037 9,97632,532 33,492

当該値 14.4 14.2当該値 5,659 5,670 6,075 6,379 6,48818,585 19,280

2. 老朽化の状況について

　老朽化の著しい建物の建替えを長年にわたり検
討してきたため、設備投資・医療機械備品等の更
新は必要最小限に控えてきた。そのため、有形固
定資産減価償却率及び機械備品減価償却率につい
てはともに数値が高く老朽化が進んでおり、中に
は耐用年数を超えている機器もあり、今後更新等
をするにあたって多大な投資が必要になってくる
と思われる。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H28 H24 H25 H26 H27 H28H27 H28 H24 H25 H26 H27

31,585 32,431

14.6 14.4

67.9 69.8

「経常損益」 「医業損益」 「累積欠損」 「施設の効率性」

117.7 121.0 112.9 118.9 119.5 平均値87.7 86.6 85.4 85.3 84.2 平均値

当該値 19,118 18,892 18,653

60.1 47.2

平均値 97.1 96.3 96.9 98.3 96.7 平均値

該当数値なし 該当数値なし 該当数値なし 当該値 65.1 64.289.7 91.1 87.4 当該値 該当数値なし 該当数値なし

69.0 68.5 68.3

当該値 100.8 99.7 98.1 100.1 96.6 当該値 94.0 92.5

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　累積欠損金は発生していない。経常収支比率、医業収支比率は
ともに類似病院よりも上回ってはいるが、数値的には、両方とも
100％を下回っている。傾向として入院患者の減少に伴う料金収入
の減少、人件費・経費等の医業費用の増加にあるため今後も単年
度収支が赤字になることが予想される。改善策として、医療収益
を増加させ、費用を抑えることと、繰入金について病院事業の実
態に即した繰出制度の趣旨に沿った繰入基準に見直しながら、全
体の経営の改善に取り組みむ必要がある。病床利用率について
は、毎年減少しつづけており特に平成28年度からは許可病床に対
して42床を休床としたためさらに大きく数値が悪化している。今
後は市立病院に求められる医療ニーズ及び病床の有効利用に対応
した編成となるよう見直しを検討する。入院患者・外来患者の１
人1日当たりの収益については、毎年類似病院を下回っており早急
な改善が必要である。外来については、基本的なことだが外来診
療単価を増加させる　入院については、入院診療単価を高めるた
めにも在院日数の短縮を図り、医師・看護師を含め収益増加に向
け努力していきたい。職員給与費対医業収益比率については、職
員の年齢の高齢化ともに高くなってきている。材料費対医業収益
比率については、類似病院を下回っているが、削減できる費用は
削減していきたい。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H28H27 H28 H24 H25 H26 H27H26 H27 H28 H24 H25 H26

61.3

81

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
Ⅰ 地域において担っている役割

1. 経営の健全性・効率性 ① 初期から２次までの救急医療機能
② 高度急性期医療機関での急性期治療を脱した
患者へ回復期及び維持期の医療を提供する機能
③ 在宅での医療・福祉を他施設との連携によっ
て推進する中心的な役割
④ 精神科医療においては、三豊保健医療圏での
中核的な機能
⑤ 公立診療所や島しょなどへき地医療に対する
支援

67,482 8,843 非該当 １３：１ 46 35

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 10 - ド 救 臨 へ 輪 59 - 199

48 - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

当然財務 病院事業 一般病院 100床以上～200床未満 非設置 92

経営比較分析表（平成28年度決算）
香川県三豊市　永康病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）
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④病床利用率(％)
【74.2】
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②医業収支比率(％)
【89.5】
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①経常収支比率(％)
【98.4】
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①有形固定資産減価償却率(％)
【50.7】
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②機械備品減価償却率(％)
【65.7】
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③１床当たり有形固定資産(円)
【44,050,160】
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⑧材料費対医業収益比率(％)
【24.1】
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⑦職員給与費対医業収益比率(％)
【55.2】
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⑥外来患者１人１日当たり収益(円)
【13,758】
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円)
【49,667】



グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

37,752,628平均値 64.2 63.3 69.6 69.2 69.7平均値 48.3 48.0 52.2 52.4 52.5

当該値 19.5 21.1 52.5 55.3 57.4

H28 H24 H25

当該値 16,774,113 16,812,887当該値 38.6 38.9 84.0 87.3 90.5

H26 H27 H28

　現在、収支は黒字で経営自体に問題はない。し
かし、固定資産投資が行われていない状況を考慮
すると、今後、多額の施設・設備投資費用の発生
が見込まれるため、病院事業全体として厳しい経
営状況となることが予想される。
　地域に必要な医療を提供するために、指定管理
者とさらなる連携を図り、経営の効率化、収支の
効率化に取り組み、健全経営に努めていく。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H27

16,933,920 17,132,853 17,345,153

「施設全体の減価償却の状況」 「機械備品の減価償却の状況」 「建設投資の状況」

平均値 33,366,030 34,139,294 35,115,689 35,730,958

全体総括

平均値 19.2 19.3 18.9 19.0 18.7平均値 60.6 61.2 62.1 62.5 63.4

5.5当該値 75.8 69.9 70.9 71.0 72.1

平均値 31,111

当該値 6.3 6.0当該値 9,677 10,247 10,349 10,833 11,06626,559 26,711 5.4 5.6当該値 24,852

「収益の効率性①」 「収益の効率性②」 「費用の効率性①」 「費用の効率性②」

2. 老朽化の状況

平均値 9,205 9,437 9,726 10,037 9,97632,532 33,492

2. 老朽化の状況について

　建物は、建築後30年以上経過し老朽化が進行し
ており、患者の療養環境の整備が必要な状況であ
る。また、医療機器等についても、機械備品減価
償却率が90％を超えており、医療水準の維持・向
上を図るため、耐用年数を大幅に過ぎた機器の更
新等の整備が必要となってきている。
　将来にわたって病院事業を継続していくために
は、施設設備の再整備のための中長期的な投資・
財政計画が必要である。

　

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H28 H24 H25 H26 H27 H28H27 H28 H24 H25 H26 H27

31,585 32,431

67.9 69.8

「経常損益」 「医業損益」 「累積欠損」 「施設の効率性」

117.7 121.0 112.9 118.9 119.5 平均値87.7 86.6 85.4 85.3 84.2 平均値 68.5 68.3

25,391 25,842

98.0 98.0

平均値 97.1 96.3 96.9 98.3 96.7 平均値

該当数値なし 該当数値なし 該当数値なし 当該値 98.1 97.6100.3 100.7 101.3 当該値 該当数値なし 該当数値なし

69.0

当該値 101.8 107.0 105.6 107.6 108.0 当該値 96.8 101.4

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　西香川病院は、平成12年に国から旧高瀬町に旧
国立療養所の移管を受け、観音寺市・三豊郡医師
会に管理運営を委託していたが、平成18年度から
三豊・観音寺市医師会との指定管理制度を導入
し、平成21年度に代行制から利用料金制に変更し
た。
　経常収支比率、医業収支比率は、類似病院と比
較して高く、100％を超えて黒字となっている。
また、これに伴い累積欠損金比率も該当数値なし
という結果になっている。入院患者単価は類似病
院平均を下回っているが、病床利用率は、毎年ほ
ぼ100％を維持しており、外来患者単価について
は平均より高い状況である。また、職員給与費対
医業収益比率については類似病院を上回っており
上昇傾向となっているが、材料費を抑えるなど、
支出削減等の経営努力により収益性を確保出来て
いる状況にある。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H28H27 H28 H24 H25 H26 H27H26 H27 H28 H24 H25 H26

97.8

90

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
Ⅰ 地域において担っている役割

1. 経営の健全性・効率性 　県より認知症疾患医療センターの指定を受け、
相談窓口を設置し専門的診断・治療やこころのケ
アを行っている。また、講演会やイベントを通じ
て認知症への理解・予防・対応、また患者やその
家族等への理解を深めてもらう取組を行ってい
る。精神病床においては、在宅や施設での対応が
困難な認知症患者に対しての一時的入院治療を提
供し、患者が住み慣れた地域での在宅復帰を支援
し、地域の認知症治療の中心となっている。

67,482 11,197 非該当 ２５：１ - 90

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

指定管理者(利用料金制) 3 - ド 訓 臨 60 - 150

90 - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

当然財務 病院事業 一般病院 100床以上～200床未満 非設置 -

経営比較分析表（平成28年度決算）
香川県三豊市　西香川病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）
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④病床利用率(％)
【74.2】
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③累積欠損金比率(％)
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①経常収支比率(％)
【98.4】
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①有形固定資産減価償却率(％)
【50.7】
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②機械備品減価償却率(％)
【65.7】
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③１床当たり有形固定資産(円)
【44,050,160】
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【55.2】
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⑥外来患者１人１日当たり収益(円)
【13,758】
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円)
【49,667】


